The -be expression in Fukushima dialect by 幡, 早夏 et al.
思言 東京外国語大学記述言語学論集 第 2 号 (2006) 
- 41 - 
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1. はじめに 
 福島方言1における意志・推量・勧誘表現は、動詞の終止連体形に/be/を接続させること
によって表す。ここでは、諸方言における/be/2の分布を概観した上で、コーパスから実際
の使用例を確認しつつ、統語的特徴や用法について検討していきたい。 
 
2. 研究方法 
 2004 年 8 月に福島県内の 2 地点で筆者が収集した自然談話資料を文字化し、そのテキス
トをコーパスとして使用する。以下に協力者を示す。 
 
表 1：協力者 
 生年 年齢3 性別 
言語形成期を 
過ごした場所 
(6 歳～12 歳) 
父親の 
出身地 
母親の 
出身地 
備考 
【信達方言】 
A 1921 83 男 
福島県福島市
松川町 
福島県福島
市松川町 
福島県福島
市松川町 
 
B 1923 81 女 
福島県福島市
松川町 
福島県福島
市立子山 
福島県安達
郡本宮町 
 
C 1928 76 女 
福島県福島市
松川町 
福島県福島
市松川町 
福島県安達
郡安達町 
 
D 1922 82 女 
福島県安達郡
安達町 
福島県安達
郡安達町 
福島県安達
郡安達町 
 
E 1922 82 女 
福島県郡山市
田村町 
福島県郡山
市田村町 
福島県郡山
市田村町 
22 歳時、北満洲に外
住歴あり、引き上げ
後は安達郡に居住 
                                                        
1 本稿でいう福島方言とは、菅野宏(1982)の区分による中通地方の信達方言及び会津地方の南会津東方言
を併せて呼ぶ場合に用いる。 
2 諸方言における諸形式や一方言内おける諸形式を含め、代表して表わす場合には/be/と表記する。それ
以外の具体的な音形式のみを言及する場合には「ベ」と表記する。 
3 2004 年現在。 
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F 1921 83 女 
福島県郡山市
熱海町 
秋田県大館
市 
秋田県鹿角
市 
宮城県仙台市、満
洲、栃木県矢板市、
秋田県大曲市に外
住歴があり、現在は
松川町に居住 
【南会津東方言】 
G 1927 77 女 
福島県南会津
郡下郷町 
不詳 不詳 
 
 
 信達方言は、上記 6 人と筆者を含めた 7 人の会話であり、南会津東方言は協力者と筆者
の一対一の会話である。信達方言の会話には筆者も参加しているが、なるべく口を挟まな
いようにしたので、筆者の発話は非常に少ない。南会津東方言は質問形式で、質問をきっ
かけに会話をはじめるという形式である。両方言とも基本的には共通語で行ったが、筆者
が信達方言話者と言うこともあり、ごく希に信達方言が混じることもあったかもしれない。 
 
3. /be/の起源及び諸方言における分布・用法 
3.1. /be/の起源 
 /be/の歴史的な起源について確認しておきたい。東日本方言で用いられている意志・推
量などを表す際の/be/が、古文の助動詞「べし」に由来することはすでによく知られてい
る。実際には「べし」の連体形「べき」の音便形「べい」に由来する。『日本国語大辞典』
には、「べし」(2001:1223-1224)と「べい」(2001:1165-1166)の 2 つの項目を設け、方言に関
しても両方の項目に挙げている。『日本国語大辞典』によると、「べい」は推量の意を表す。
「べい」がいつごろから用いられ始めたかについては、「べい」の項目の「語誌」の欄に次
のようにある。 
 
  連体形「べき」の音便として中古文特に会話文に現れているが、中世以後、東国で○二の
ような文末終止の用法4が次第に多くなった。(中略)「べい」は近世の文学作品中では、
多く関東なまりの奴言葉、田舎者の言葉として現れているが、実際には江戸町人のぞ
んざいな表現のなかでも用いられた。(11 巻:1165，注は筆者による) 
 
 すなわち、「べい」という形はかなり古くから(中古から)存在するが、そのころはあくま
でも連体修飾をする形をとっていた(1)。しかし、その後(中世以後)は、(東国において)連
体修飾をしない文末に頻繁に現れるようになったということである(2)。以下に『日本国語
大辞典』「べい」の項目より実例を示す(太字、下線は筆者による)。 
                                                        
4 活用語の終止形(ただしラ変型活用には連体形)に付き、推量の意を表していた「べい」が文末に用いら
れることが多くなり、終助詞的になったもの。 
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(1) あの勢のなかに、しかるべい者やある (平家物語(13c)11・勝浦) 
(2) この舟はかただ舟候。御てにあまるべい 
(本福寺跡書(1569 頃)大宮参詣に道幸〈略〉夢相之事) 
 
 連体修飾をせず、文末に頻繁に現れるようになった「べい」は推量の意を表すだけで
はない。以下に『日本国語大辞典』「べい」の項目からその意味・用法と実例を簡単に
記す。諸方言における意味・用法は4 で後述する。 
 
①推量の意を表わす。→(2) 
②話し手の意志を表わす。 
(3) 敵を見てはぬくべいとすれど半分ぬけて (雑兵物語(1683 頃)上) 
③相手に命令する意志を表わす。 
(4) 其おどり見たくなひ、其役者引こむべいなど、理発げに口にまかせてはき出す 
(仮名草子・身の鏡(1659)中) 
④相手を誘ってする意志を表わす。 
(5) 後(のち)にあふべい (歌舞伎・御摂勧進帳(1773)三立) 
 
 これらの用法はもちろん現代の方言における/be/の用法とも重なる。ただし、③に
関しては無いようである。方言における/be/の意味・用法にはさらに以下のものが挙
げられる(「べい」及び「べし」の項目から抜粋)。 
 
⑤反語を表わす。 
(6) まだまだ死ぬべし (まだまだ死ぬものか) 東京都八丈島 
⑥当然の意を表わす。 
(7) なるべいことなら 山梨県郡内 
⑦念を押したり、意味を強めたりする意を表わす。 
(8) (女性の語)かっこえーべ (かっこうがいいよ) 徳島県海部郡 
⑧可能の意を表わす。 
(9) 不景気で食ふべきねぁ 宮城県石巻 
 
 これらは、当然「ベシ」の意味・用法と重なる。このように、文献における形式及
び意味・用法の面から、方言の/be/が古文の助動詞「ベシ」(連体形「ベキ」の音便形
「ベイ」)に由来することは明らかであろう。 
 
3.2. 諸方言における/be/の形式 
 3.1 で/be/の歴史的起源について確認した。しかし、諸方言において必ずしも「ベ(ー)」
という 1 つの形式で現れるわけではない。ここでは、現在、諸方言において、/be/がどの
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ような形式で現れているのかみることにする5。 
 『現代日本語方言大辞典』における「う・よう【推量・意志】」(第 1 巻:531)及び「だろ
う【推量】」(第 4 巻:3075)について、古文の助動詞「ベシ」に由来する形式を挙げることに
よって確認したい。その際、主に東北地方を中心とした地域に分布しているもののみを取
り上げ、西日本における「ベシ」起源の形式については触れないこととする。 
 「う・よう【推量・意志】」の項目に「ベシ」起源の形式が挙げられている地域は、礼文、
青森、弘前、八戸、岩手、安代、宮城、秋田、河辺、山形、福島、会津、茨城、栃木、群
馬、埼玉、千葉、袖ヶ浦、奥多摩、神奈川(出現順)である。また、「だろう【推量】」の項
目に「ベシ」起源の形式が挙げられている地域は、礼文、青森、弘前、八戸、岩手、安代、
宮城、秋田、河辺、福島、会津、茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、袖ヶ浦、奥多摩、神奈
川、秋山(出現順)である。さらに、『日本国語大辞典』や『日本方言大辞典』には、『現代
日本語方言大辞典』に挙げられている以外にも様々な形式が挙げられている。しかし、そ
れらは一見すると「ベ＋助詞」ともとれるものが多いようである。ここではひとまず膨大
にある「ベ＋助詞」のような類は考慮の外に置くことにし、『現代日本語方言大辞典』にお
ける形式のみをみていく。これらを形式ごとに表 2 にまとめる。斜線を引いてあるのは、
その形態が載せられていなかったことを示す。 
 
表 2：諸方言における/be/の形式 
形式 う・よう【推量・意志】 だろう【推量】 
ベシ[besï] 弘前、安代  
ベ(ー) 
[be()/ be()] 
礼文、青森、弘前、八戸、岩手、安
代、宮城、秋田、河辺、福島、会津、
茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、奥
多摩、神奈川、秋山 
礼文、弘前、八戸、岩手、安代、秋
田、河辺、福島、会津、茨城、群馬、
埼玉、千葉、神奈川 
ンベ[mbe]  青森 
ペ(ー) 
[pe()/ pe()] 
宮城、茨城、栃木、群馬(形容詞に接
続) 
宮城、栃木 
ベア[bea] 八戸 八戸 
ビャ[bja] 八戸 八戸 
ベァー[bɛ] 袖ヶ浦 袖ヶ浦 
ペァー[pɛ] 袖ヶ浦  
バイ[baï] 福島  
パイ[paï]  福島 
ベオン[beo] 青森 青森 
ビョン[bjo] 青森、岩手 青森、岩手 
                                                        
5 接続については3.3 で確認する。 
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ベッチャ 
[betʧa] 
宮城  
ペッチャ 
[petʧa] 
宮城  
ダンベー 
[dambe] 
群馬、埼玉 群馬、埼玉、奥多摩 
ダッペー 
[dappe] 
群馬、千葉  
アンダベ 
[andabe] 
 秋山 
 
 有声音か無声音か(「ベ」か「ペ」か)は、促音に後接するか否かによる違いである。ま
た、「ベオン」「ビョン」は「ベ」に間投助詞「オン」が後接したもの(佐藤和之(2003:31))、
「ベッチャ」「ペッチャ」は「ベ」に終助詞「チャ」が後接したものであろう。 
 また、福島県における/be/の形式に関して、『日本国語大辞典』『日本方言大辞典』には、
「べ(ー)／ぺ(ー)・ぱえ・べした」の 3 つが挙げられている。 
 
3.3. /be/の分布域 
 まず、意志形に使用される/be/の分布域を確認したい。『方言文法全国地図』(以下ＧＡＪ
と略して記す)の意志形を問うた項目である 106-111図の結果から見ることにする。それぞれ、
「起きよう」「開けよう」「寝よう」「書こう」「来よう」「しよう」である。この他に、意志
形の項目には挙がっていないが、表現法編に「行こうと思っている」の「行こう」という
部分を図に示した 232 図もある。 
 まず、五段動詞についてみてみる。GAJ では、五段動詞は「書く」のみである。「書く」
の意志形「書こう」に相当する方言形として/be/を使用している地域を中心に、それに隣
接した地域の諸語形についても併せて示したい(図 1)。図 1 からわかるように、/be/は主に
太平洋側を中心に青森県から静岡県の一部にまで分布している。 
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図 1：書こう(意志形) 
(GAJ109 図を参考に筆者が作成) 
 
図 2：起きよう(意志形) 
(GAJ106図を参考に筆者が作成) 
 
図 3：来よう(意志形) 
(GAJ110 図を参考に筆者が作成) 
 
 次に、一段動詞についてみてみる。GAJ には一段動詞の意志形は「起きよう」「開けよ
う」「寝よう」が挙げられているが、ここでは、3 つの用法には地理的な差がほとんどない
ことを確認した上で、「起きよう」を例に取り上げる(図 2)。一段動詞に/be/が接続する分
布域も五段動詞と同様であるが、一段動詞に/be/が接続する場合には、実現形には 4 通り
存在する。以下の通りである(表 3)。 
 
表 3：実現形式のタイプと分布域(GAJ106 図起きよう(意志形)) 
実現形式のタイプ 分布域 
①終止連体形(oki-ru＃)＋/be/  
 オキルベ 青森県南部，秋田県の一部，岩手県西部 
 オキッペ：促音化 宮城県全域，福島県中央部から沿岸部，栃木県北部 
 オキンベ：撥音化 山形県全域(沿岸部を除く)，福島県北西部 
②語幹(oki-)＋/be/  
 オキベー 
青森県東部，岩手県全域(西部を除く)，福島県南西部，栃
木県，茨城県，群馬県，千葉県，埼玉県，東京都，神奈
川県，山梨県，静岡県 
 表 3 及び図 2 を合わせて見るとわかるように、促音化をしている「オキッペ」が福島県
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中央部から沿岸部、宮城県全域に分布し、その西側に撥音化した「オキンベ」があり、そ
れを南北に挟むように「オキベー」が見られることから、きれいな ABA 分布を示してい
ると言える。 
 また強変化動詞「来る」の推量形「来よう」についても GAJ からその図を挙げた(図 3)。
これはほぼ一段動詞と同じ ABA 分布を示している。 
 
 次に、推量形に用いら
れる/be/の分布域につい
てみていきたい。GAJ で
は推量形を問うた項目と
して 112-114 図がある。
それぞれ「書くだろう」
「来るだろう」「するだろ
う｣にあたる。また、形容
詞の推量形「高いだろう」
(142 図)、形容動詞の推量
形「静かだろう」(149 図)、
表現法編には「行くだろ
う」(237 図)及び「行くの
だろう」(238 図)、過去推
量の「行っただろう」(239
図)、名詞に接続した「雨
だろう」(240 図)も挙げら
れている。ここには、五
段動詞「書くだろう」(図 
4)と強変化動詞「来るだろう」(図 5)の地図を載せた。 
 図 4 からわかるように、山梨県や静岡県では推量には「カクダラ( )」や「カクロー( )」
などが主に用いられ、/be/はほとんど使用されないので、南端は関東の栃木県や群馬県と
いうことになる。また、北端(現時点では北海道を除いている)は青森県ということになる
が、青森県では/be/の他に「ゴッタ(？)」や「ビョン(☆)」、秋田県では「ビョン(☆)」、岩
手県では「ゴッタ(？)」も併用している。意志形に比べると若干範囲が狭まっている。/be/
の接続の仕方も異なっている。栃木県・茨城県以北では、主に終止連体形「カク」に/be/
が後接した形の「カクベ(○)」が用いられているが、福島県の一部、群馬県や埼玉県、東
京都と神奈川県の一部では終止連体形に「ダ」を挟んで「ベ」を後接させた「カクダベ(●)」
「カクダッペ(△)」「カクダンベ(▲)」が主流のようである。この形式は意志形にはみられ
ないものである。 
 次に強変化動詞についてだが、以下に実現形式と分布域を示した(表 4)。 
 
図 4：書くだろう(推量) 
(GAJ112 図を参考に筆者が作成) 
 
図 5：来るだろう(推量) 
(GAJ113 図を参考に筆者が作成) 
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表 4：実現形式のタイプと分布域(GAJ113 図来るだろう) 
実現形式のタイプ 分布域 
①終止連体形(ku(o,i)-ru＃)＋/be/  
 クルベ 青森県，秋田県の一部，岩手県西部 
 クッペ：促音化 
宮城県全域，福島県中央部から沿岸部，栃木県
北部 
 クンベ：撥音化 山形県全域(沿岸部を除く)，福島県北西部 
②終止連体形(ku(o,i)-ru＃)＋/da/＋/be/  
 クンダベ 福島県の一部(西部) 
 クッダッペ／クルダッペ：促音化 群馬県の一部(北部)，千葉県 
 クンダンベ／クルダンベ：撥音化 群馬県，埼玉県，東京都，神奈川県 
③語幹(ku(o,i)-)＋/be/  
 コベー／キベー 
青森県の一部，岩手県東南部，福島県南西部，
栃木県，茨城県，千葉県，埼玉県，東京都(山梨，
静岡の一部) 
 
 図 5 及び表 4 からは、促音化、撥音化などの面を確認したい。福島県及び宮城県を中心
に促音化した「クッペ(○)」があり、その西側の福島県北西部と山形県に撥音化した「ク
ンベ(□)」がある。そして、それを挟むように語幹にそのまま「ベ」が接続する「コベー・
キベー(■)」があり、さらにその北側には促音化も撥音化もしない「クルべ( )」が分布
している。ほぼ意志形と同様であると言える。しかし一方で、秋田県や岩手県、青森県で
は「ベ」の他に「ビョン(☆)」や「ゴッタ(？)」がよく用いられている。また、終止連体形
に「ダ」を挟んで「ベ」を後接させる地域は図 4 と同様である。 
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 次に勧誘の用法に
/be/が使用される地
域についてみてみた
い。GAJ では、表現
法編の「行こうよ」
(235 図)がこれにあ
たるであろう。「一緒
に行こう」と相手を
誘う場合は、宮城県、
山形県、秋田県、青
森県・岩手県・福島
県の一部では「アベ」
や「ヤベ」など別の
単語を使用するので、
特に山形県や秋田県
では意志形に比べて
/be/の使用が減って
いるように見える。それを踏まえて考えても、意志形に/be/を使用する地域がほぼ勧誘表
現にも/be/を使用していると言えるのではないだろうか。 
 以上のことをまとめると図 7 の通りである。/be/の分布域は太平洋側を中心に静岡県北
東部から青森県まで分布している(現時点で北海道は考慮の外に置く)。形式は色分けによ
って示した。最も濃度が高い福島県宮城県は促音化(ex.オキッペ)、その西側の最も濃度が
薄いのは撥音化(ex.オキンベ)、それらを挟んで 2 番目に濃度の薄いものは語幹にそのまま
接続する(ex.オキベー)もの、2 番目に濃度の高いのは促音化も撥音化も起こさない(ex.オキ
ルベ)ものである。また、円で囲った南端の山梨県・静岡県は推量形には/be/を使用しない。
さらに、その上の円で囲った部分は推量形として主に「終止連体形＋ダ＋ベ」を使用する
地域である。 
 
4. 先行研究 
 3 では、/be/の起源、諸方言における形式、分布域を確認したが、ここでは、/be/の意味・
用法について、先行研究から概観する。/be/に関する先行研究は様々あるが、ここでは、
福島県の/be/の意味・用法を言及した飯豊毅一(1962b6)と、その隣県である宮城県の/be/の
意味・用法を扱っている玉懸元(1999, 2001)を挙げる。本稿では、より詳しく分析している
玉懸元(1999, 2001)を中心に挙げ、その後飯豊毅一(1962b)との記述の相違点、共通点などを
まとめる。 
                                                        
6 飯豊毅一(1962b)で挙げるページ数は(1994b)のものとする。 
 
図 6：行こう(勧誘) 
(GAJ235 図を参考に筆者が作成) 
 
図 7：/be/の分布域 
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 玉懸元 (1999)では、宮城県仙台市方言の /be/の用法として①意志②申し出③勧誘
(inclusive)7④勧誘(exclusive)⑤推量⑥確認の 6 つを定めている。①～④が意志系用法であり、
⑤⑥は推量系用法である。さらに玉懸元(2001)で、推量系用法の確認を「確認用法」と「確
認要求用法」(⑦確認要求)の 2 つに分ける必要があると主張している。以下用法ごとに例
文を示す。 
 
【意志系用法】 
①意志 
(10) ［家への帰り道での独り言。］ 
  家サ 帰ッタラ テレビデモ 見デ ユックリ スッペ。     (玉縣元 1999:39) 
②申し出 
(11) ［歩いて帰ろうとする友人を引きとめて…］ 
  待デー。駅マデ（車で）送ッテグベー。              (玉縣元 1999:39) 
③勧誘(inclusive) 
(12) ［友人と登山をしていて、疲れてきた。］ 
  スコシ 座ッテ 休ンベ。                   (玉縣元 1999:39) 
④勧誘(exclusive) 
(13) ［授業中、後ろの席のふたりがうるさい。］ 
  モー チョット 静ガニ スッペ。               (玉縣元 1999:39) 
 
【推量系用法】 
⑤推量 
(14) ［暑かったある夏の日の夕方。真っ赤な夕焼けを見ながら･･･］ 
  コノブンデワ 明日モ 暑イベナー              (玉縣元 2001:54) 
⑥確認 
(15) ［最近、一人暮らしを始めた友人に･･･］ 
  一人暮ラシッテ 寂シーベー                 (玉縣元 2001:53) 
⑦確認要求 
(16) 甲 1：オレノ 誕生日 1 月ダベ 
  乙 1：ア ソーダッケ 
  甲 2：ンー ソーナノヤ。ダガラ モースク゜ ハタチナノヤー   (玉縣元 2001:53) 
 
 飯豊毅一(1962b)をみると、意志、申し出8、勧誘9、推量の 4 つが、玉縣元(1999, 2001)と
                                                        
7 ここで、“inclusive”とは、「当該事態の現実化のために能動的に行為する人物として話し手自身が含み込
まれる」という意味であり、”exclusive”とは、「当該事態の現実化のために能動的に行為する人物として
話し手自身が除外される」という意味合いで使用している。 
8 実際には「話し手の意志を表わすが、相手へのもちかけのあるもの。相手に「･･････してあげましよう」
とか「･･････しようと思うよ」とか、話し手の意志を示す場合である。」という記述であるが、玉縣元(1999)
の「申し出」に相当すると筆者が判断した。 
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共通している。しかし、確認、確認要求の用法については言及されていない。また、玉縣
元(1999, 2001)では言及されていないが、疑問詞と呼応して反語的に用いられる用法(ex. ダ
レ イグベ 誰が行こうとするものか、アイツニ ナニ デキッペ あいつに何ができる
もんですか)も挙げられている。 
 本稿では、主に玉縣元(1999, 2001)の記述を参考に、福島方言における/be/の意味・用法
を分類することとする。飯豊毅一(1962b)で言及されている反語については、推量や意志の
形式が疑問詞と呼応することによって現れる二次的な意味・用法であり、/be/の一次的な
意味・用法ではないと考えるからである。 
 また、3.2 で確認したように、福島方言においては、「ベ」だけでなく、「バイ」という
形式も用いられていた。飯豊毅一(1962b:366)に、「バイ」10についての言及がある。 
 
  「バイ」「パイ」は相手尊敬を示すから、すべて、相手へのもちかけがある。それ故に、
このように意志を表わす場合には、実際には相手へのはたらきかけの動詞たとえば「や
る」「くれる」「とどける」「返す」とか「貰う」「習う」「聞く」などに付いていること
が多い。 
(飯豊毅一 1994b:366) 
 
 「バイ」の成り立ちについて、飯豊毅一(1964:14)では、次の 2 つの理由によって「バイ」
という形式が作られたと考えられている。 
 
理由 1：相手尊敬に-ae の形式が使われること 
理由 2：「ベーエ」では形式的に識別的効果がないこと 
常態 敬態 
ナ カ ワ タ ダ メー ベー ナエ カエ ワエ タエ ダエ *メーエ *ベーエ 
 
 
 飯豊毅一(1962b:366)には、「バイ」の用法として、申し出を表わす場合は「バイ」を使用
できるが、意志を表わす場合は「バイ」を使用することができないことも指摘している。
同じく、推量系用法においても相手へのもちかけのない単純な推量の場合は「バイ」を使
用できないとしている。一方で、福島県郡山市方言の「バイ」について扱った白岩広行(2005)
では、伝統方言の「バイ」は「ベ」と同じ多様な用法を持つが、若年層においては、単純
な推量〈疑問文〉及び意志系用法では使用がみられなくなってきていると述べている。こ
のことから、若年層の「バイ」は確認要求の用法に限って使用される傾向にあるとしてい
る。飯豊毅一(1962b)と白岩広行(2005)では、伝統方言の「バイ」の用法に関して多少の食
い違いがみられる。 
                                                                                                                                                                  
9 inclusive、exclusive は分けていない。 
10 3.2 表 2 参照。 
マエ バエ 
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 また、3.2 で確認した福島方言の/be/の形式のうち、「ベシタ」に関しては言及がなされ
ていない。しかし、山形市方言の「ベシタ」について、渋谷勝己・澤村美幸・大久保拓磨・
松丸真大(2006)が詳しく考察している。これは、山形市方言にみられる「ベシタ・ガシタ」
という形式を分析し、そこから「ベ・ガ」が単独で持つ意味を差し引くことによって文末
詞「シタ」の意味を明らかにするものである。ここでは、「ベ」と「ベシタ」の違いについ
て、以下のようにまとめている。 
 
(43) べ ：知識確認の要求を表す無標形式である。話し手の知識や認識をそのまま聞き
手にもちかけて、聞き手の確認を得ようとする場合に用いられる。話し手の知
識や認識がどの程度確定しているかということは関与しない。どのような場合
でも使用できる。 
  ベシタ：話し手の知識や認識は確定しており、その確定した知識や認識にもとづいて、
聞き手にその確認を要求する。したがって、確認要求にたいする聞き手の返答
が話し手の確認しようとした命題内容を肯定するものではない場合でも、話し
手の知識や認識は容易に変更することはない(後略)。 
(渋谷勝己・澤村美幸・大久保拓磨・松丸真大(2006:7)) 
 
 すなわち、命題内容に対する話し手の知識や認識がかなり確定的である場合にのみ「ベ
シタ」を使用することができると解釈できる。 
 
5. コーパスに見られる意志・推量表現 
 ここでは、コーパスに見られる用例を確認する。検索は共通語の「だろ(う)」「でしょ(う)」
「う／よう」に訳されている表現を検索するという方法で行った。以下にその用例数を接
続している品詞ごとに表に示す。便宜的に「だろ(う)」「でしょ(う)」に訳されているもの
は推量、「う／よう」に訳されているものは意志と分類している。 
 
表 5：共通語「だろ(う)」「でしょ(う)」「う／よう」に訳されている表現 
  動詞 形容詞 コピュラ11 (な)のだ 合計 総計 
意志 
信達 6    6 
8 
南会津東 2    2 
推量 
信達 30 4 38 16 88 
232 
南会津東 80 21 39 4 144 
  118 25 77 20 240 240 
 
                                                        
11 名詞述語文のことである。名詞述語文に/be/が使用された場合、「ダ(コピュラ)＋ベ」の形をとるので、
前接するものをコピュラとした。またいわゆる形容動詞(ナ形容詞)も名詞述語文同様であるので、ここに
含めた。「でしょ(う)」や「だろ(う)」が使用された場合は、「名詞＋でしょ(う)／だろ(う)」である。 
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 両方言とも合わせた総計は 240 例、うち意志は 9 例、推量は 232 例見られた。日常会話
の中で意志表現をあまり使用しないのは、当然のことであろう。南会津東方言に比べ、信
達方言の使用例が少ないのは、南会津東方言が 2 人の会話(協力者＋筆者12)であるのに対し、
信達方言は 7 人の会話(協力者 6 人＋筆者 12)であり、複数人の会話において一人当たりの
使用量が減ったためであろうと推測される。 
 次に 241 例の中に、どのような方言形式が現れたのか確認する。 
 
表 6：コーパスにみられた意志・推量表現の形式 
 デショ(ー) ダロ(ー) ベ バイ ベシタ ッケナ ウ／ヨウ 合計 
信達         
動詞 10 0 15 3 5 1 2 30 
形容詞 1 0 3 0 0 0  4 
コピュラ 4 1 30 2 1 0  37 
(な)のだ 9 1 6 0 0 0  16 
合計 24 2 54 5 6 1 2 94 
南会津東         
動詞 0 0 82 0 0 0 0 79 
形容詞 0 0 21 0 0 0  21 
コピュラ 0 0 37 0 1 0  38 
(な)のだ 0 0 4 0 0 0  4 
合計 0 0 145 0 1 0 0 146 
総計 24 2 199 5 7 1 2 240 
 
 意志表現は「ウ／ヨウ」以外は「ベ」で現れていた。信達方言の「ウ／ヨウ」の 2 例は
外住歴の多い F 氏の発言である。推量表現については、南会津東方言は 1 人の話者である
が、「ベシタ」1 例以外は、すべて「ベ」によって表わしている。表 2 でみたように、『現
代日本語方言大辞典』では、福島県は福島と会津の 2 つに分けられていたが、「バイ」に関
しては福島には挙げられていたものの、会津には挙げられていなかった。1 人の話者のみ
で、地理的に会津は「バイ」を使用しないと断定することはできないが、少なくとも「ベ」
と「バイ」にはかなりの差があり、G 氏は「バイ」を使用しないのではないかと考えられ
る。信達方言は「デショー」が 24 例と多いものの、最も多いものはやはり「ベ」である。
「デショー」を話者別にみると、B 氏・E 氏・F 氏の発言であるが、B 氏 4 例、E 氏 4 例・
F 氏 18 例であり、F 氏が最も多く使用している。F 氏は外住歴が多く、語彙・文法的な面
であまり方言を使用しない傾向があるため、「デショー」を多く使用しているものと考えら
れる。E 氏も外住歴がある。B 氏は外住歴はないものの、共通語志向が強い(自分は他の方
                                                        
12 筆者の発言はデータに含めていない。 
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言話者より方言の使用頻度が低いと思っている)ので、共通語の丁寧体である「デショー」
を比較的用いているのであろう。なお、「ダロ(ー)」2 例は F 氏の発話であり、「ッケナ」1
例は E 氏の発話である。また、「バイ」5 例は B 氏 4 例、F 氏 1 例、「ベシタ」6 例は、A
氏 1 例、B 氏 4 例、C 氏 1 例である。 
 次に用法の面からの集計を行う。用法の分類に際しての用語は玉懸元(1999, 2001)に従う。 
 
表 7：用法による分類結果 
 デショ(ー) ダロ(ー) ベ バイ ベシタ ッケナ ウ／ヨウ 合計 
意志系         
意志   4 0 0 0 0 4 
申し出   0 0 0 0 0 0 
勧誘(INC)   2 0 0 0 2 4 
勧誘(EXC)   0 0 0 0 0 0 
合計   6 0 0 0 2 8 
推量系         
推量 2 2 30 0 0 0  34 
確認 15 0 6 0 0 0  21 
確認要求 7 0 157 5 7 1  179 
合計 24 2 193 5 7 1  232 
総計 24 2 199 5 7 1 2 240 
 
 自然会話をコーパスとしたため、その性質上確認要求用法が最も多く得られたものと考
えられる。表 7 は信達方言及び南会津東方言を併せたものであるが、南会津東方言の場合、
推量が 13 例で、残りの 131 例は全て確認要求であった。「デショ(ー)」の用例数をみてみ
ると、推量が 2 例、確認が 15 例、確認要求が 7 例で、確認用法に最も多く使用されている。
「ダロ(ー)」は推量にのみ、「バイ」「ベシタ」「ッケナ」は確認要求にのみ使用されている。 
 
6. 統語的特徴 
 ここで、「ベ」の統語的特徴について確認しておきたい。まず、聞き手を必ずしも必要と
しない意志用法と推量用法については、以下のような特徴がある。 
 
①終助詞「ナ(ー)，ナイ」と共起できる(10/3413)14 
②「－ケレド」「－カラ」の前、すなわち従属節に現れうる(9/34) 
                                                        
13 意志用法及び推量用法の「ベ」34 例のうち、言及しているものに該当する用例数を示している。 
14 勧誘用法も終助詞と共起できるであろうが、用例がないため言及できない。また、「ナ」は意志用法に
1 例だけみられたものである。 
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③疑問詞と共起できる15(9/34) 
 
 次に聞き手を必要とする勧誘用法、確認用法、確認要求用法については、上記とは逆の
以下のような特徴がある。 
 
④終助詞「ナ(ー)，ナイ」と共起できない(勧誘用法は除く)。従って必ず文末である 
⑤「－ケレド」「－カラ」の前、すなわち従属節に現れない 
⑥疑問詞と共起できない 
 
 ①について、必ずしも聞き手を必要としない用法では、対人的モダリティが明確に表さ
れないため、聞き手がいる場合、終助詞を後続させることによって、対人的モダリティを
表すのだと考えられる。逆に必ず聞き手を必要とする用法では、すでに対人的モダリティ
が含まれているので、④のような特徴がみられるのであろう。②⑤についても同様である。 
 
7. 意志系用法 
 意志系用法の実際の用例をみる。意志用法 4 例、勧誘(INC)用法 4 例である。 
 
7.1. 意志用法 
 
{スイカを切ってくれと頼まれ、切り方を考えている} 
155D ソーガイ  ホンヂャ  ドースッペナ コーガ 
   そうかい。 それじゃあ どうしような こうか。 
 
{スイカの切り方について悩んでいる} 
160D ドースッペナイ コレワ チット  ハンパダガンナイ 
    どうしようね  これは ちょっと 半端だからね。 
 
{G 氏の息子が急病になり、遠いけれど大きな病院に運ぶことに決めた際の話} 
23G ヤッパ  チューオーサ イッタベ    ドーセ アレダラバ チューオーサ 
   やっぱり 中央(病院)に 行ったでしょ。 どうせ あれならば 中央(病院)に 
 
 イク゜マデ ダメガナンダガ ワガンネゲンヂョ オモイギッテ イッテミンベド 
 行くまで  ダメかなんだか 分からないけど  思い切って  行ってみようと 
 
 オモッテ 
 思って。 
                                                        
15 意志用法も疑問詞と共起できるであろうが、疑問詞と共起していたものは推量用法だけであった。 
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{G 氏が施設に入った後、義妹に預けた自分の家に帰ろうとした際の話} 
46G ホテ  ワカ゜イサ ハインメド オモッテモ ハイヨー ネーベー   ウーン 
   そして 自分の家に 入ろうと  思っても  入りよう ないでしょ。 うん。 
 
 ミンナ コンダ カキ゜ガラ カキ゜ガラ ホラ ミナ  トケチマタ＊＊ 
 みんな 今度は 鍵から   鍵から   ほら みんな 取り替えてしまった＊＊。 
 
 信達方言の意志用法は疑問詞「どう」と共に用いられているものしか得られなかった。
また、形態論的なことでは、信達方言は促音化を起こしているのに対し、南会津東方言で
は撥音化を起こしているという違いがある。これは、3.3 で確認した分布と重なる。地域
差として捉えてよいであろう。また 46G では、撥音化に引っぱられ、後続する[b]が[m]に
なっている。このような例はこの 1 例だけであった。 
 
7.2. 勧誘(INC)用法 
 
【ベ】 
{スイカの切り方にうるさいX2さんは、折角持ってきたスイカを食べずに先に帰ってしまった。
今度 X2 さんがスイカを持ってきた時は、食べずに帰ってしまおうと話している内容} 
300E カエッテッカラ  ンダ   コンドガラ X2 サンφ 
   帰っているから。 そうだ。 今度から  X2 さん［が］ 
 
 モッテキタドギφ  D チャン カエッペ 
 持って来た時［は］ D ちゃん 帰ろう。 
 
{300E からの続きの発話} 
301E オラφ  インネ  オラφ  インネーッテユウベ 
   私［は］ いらない 私［は］ いらないって言おう。 
 
【ウ／ヨウ】 
{スイカを食べたいがために早くゲートボールをやめようと誘っていた時の話} 
290F イヤー R チャン キョーネー ゲートボールφ   ヤッテンノニ 
   いやあ R ちゃん 今日ね   ゲートボール［を］ やっているのに 
 
  スイガφ  キテルモンダガラ  モー ヤメヨー ヤメヨーッテイッテ ミンナサ 
 スイカ［が］ 来ているものだから もう やめよう やめようって言って みんなさ。 
 
 福島方言の/be/は以上のように意志、勧誘(INC)の用法に用いられるが、用例数が少ない
ので、申し出と勧誘(EXC)の用法があるかは定かではない。 
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8. 推量系用法 
 推量系用法の実際の用例をみる。推量用法 34 例、確認用法 21 例、確認要求用法 179 例
である。 
 
8.1. 推量用法 
 推量用法は「ベ」が 30 例、「ダロ(ー)」が 2 例、「デショ」が 2 例で、「ベ」の使用が最
も多い。以下に用例を示す。 
 
【ベ】 
528B アッパイ   アノ トリアケ゜ダッテ ムガシワ ナニカ ユワレカ゜ 
   あるでしょ。 あの トリアゲだって  昔は   何か  謂れが 
 
 アンデショッツーノ    アソゴワ アノ ナンテユウ ムゴーガラ ヅーット 
 あるんでしょって言うの。 あそこは あの なんていう 向こうから ずっと 
 
 キテモ コッチカラ イッテモ イチバン タガイドゴロデ 
 来ても こっちから 行っても 一番   高いところで 
 
 ヤマノコンモリシタナガニ アル アレデナイ ブッソーナドゴダッタンダヨナイ 
 山のこんもりした中に ある あれでね、 物騒なところだったんだよね。 
 
 ンダガラ アソゴントゴニ  ヒソンデ イデデ トリアケ゜ダンダベ 
 だから  あそこのところに 潜んで  いて  取り上げたんでしょ。 
 
 タビビトノ サイフオ 
 旅人の   財布を。 
 
733D ムガシワ ホダルノヒカリデ アノ ホンφ  ヨンダッテ 
   昔は   ホタルの光で   あの 本［を］ 読んだって 
 
 ダンヂャッタベナイ ＊＊ ホダルノヒカリデ ホンφ  ヨンダッテ 
 誰だっただろうね。 ＊＊ ホタルの光で   本［を］ 読んだって。 
 
739F タブン ニノミヤダベナイ 
   たぶん 二宮だろうね。 
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【デショ】 
{スイカの種を外に捨てながら食べることについての話の中で} 
82 F ソノウヂ スイカカ゜ デルデショ 
   そのうち スイカが  出るでしょ。 
 
【ダロー】 
{学校の先生についての話} 
921F ソーダ  ワタシ＊＊ ヤー モー ワタシナンテ カミサマダド 
   そうだ。 私＊＊   やあ もう 私なんて   神様だと 
 
 オモッテッカラ センセーッテ ゴハンモ クワネンダベナード 
 思っているから 先生って   ご飯も  食べないんだろうなと 
 
 オモッテダンダ ホント ゴハンモ ナニモ タベナインダローナード 
 思っていたんだ 本当。 ご飯も  何も  食べないんだろうなと 
 
 オモッテダヨ  トイレサナンテ イグドワ オモッテナイシネ 
 思っていたよ。 トイレになんて 行くとは 思ってないしね。 
 
 921F では、最初に出てきた「クワネンダベ」(波線部)では、「ベ」を使用しているが、二
度目の「タベナインダロー」では「ダロー」が使用されている。F 氏は他の話者に比べあ
まり文法的に方言形式を使用しない傾向にあるが、一度目の「食べる」には「クー」が使
用されており、二度目は「タベル」を使用している。すなわち、一度目は「食べる」の方
言形「クー」を使用したため、それに引きずられるように方言形式の「ベ」が後続し、二
度目は共通語形「タベル」を使用したため、それに引きずられ「ダロー」が後続したもの
と考えられる。また、この「ダロー」は 2 例のみ(F 氏のみの用例)であったが、共に推量用
法で用いられており、確認用法や確認要求用法では、「デショ」を頻繁に使用している。こ
れは、おそらく聞き手を必要とする確認用法や確認要求用法の場合、「ダロ(ー)」より丁寧
な「デショ」の方が好まれるからであろう。 
 
8.2. 確認用法 
 確認用法は、「ベ」が 6 例、「デショ」が 15 例であり、「デショ」が「ベ」の倍以上であ
る。しかしながら、「デショ」15 例のうち 11 例は F 氏の発言である。以下に用例を示す。 
 
【ベ】 
{バスに乗っていたのが D 氏 1 人だけだったのか尋ねている場面} 
407E アンダφ   ヒトリダッタンダベ 
   あんた［が］ 一人だったんでしょ？ 
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487B カーマエッテユウノワ ソノ カワッテユウ イミナイ？ カッテユウノ 
   カーマエっていうのは その 川っていう  意味ね？  カっていうのは 
 
 カワッテユウ イミダベ 
 川っていう  意味でしょ？ 
 
【デショ】 
{今年のスイカの出来に関する話} 
113E コトシワ テンキカ゜ イイカラ ヒデリダカラ スイカモ アマイヨネ 
   今年は  天気が   いいから 日照だから  スイカも 甘いよね。 
 
 ナッタデショ  ソシテナイ 
 なったでしょ？ そしてね。 
 
{筆者は桧枝岐村のゲートボール場に方言調査に行くことになった。村からの手紙によると、
そのゲートボール場は小学校の校庭を利用しているらしく、そのそばに休む施設があるようで
ある。そのことについて筆者に尋ねている} 
672B アー コーテーネ ソシテ ソノ ソバニ アンデショ   ソーユー 
   ああ 校庭ね。  そして その そばに あるんでしょ？ そういう 
 
 ヤスムドゴ 
 休むところ。 
 
8.3. 確認要求用法 
 確認要求用法は、「ベ」が 157 例、「バイ」が 5 例、「ベシタ」が 7 例、「ッケナ」が 1 例、
「デショ」が 7 例で、最も多くの形式が使用されている。以下に用例を示す。 
 
【ベ】 
844D オレワ センセニ オゴラッチャゴドφ アンダ   アノナイ センセカ゜ 
   私は  先生に  怒られたこと［が］ あるんだ。 あのね  先生が 
 
 ホンφ  ヨンデダベ     ホンφ  ヨンデダラバ オレφ  テワスラφ 
 本［を］ 読んでいたでしょ。 本［を］ 読んでいたら 私［は］ 手遊び［を］ 
 
 シッタノヨ  コー  センセーニ ミツカッテ X9 ッテ ユワレダノ 
 していたのよ こう。 先生に   見つかって X9 って 言われたの。 
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{方言調査をする際の協力者についての話} 
502C ナンダッペナンテ ユウナイ ン？オレφ  ナニナンテ オレφ 
   何だろうなんて  言うね。 ん？私［は］ 何なんて  私［は］ 
 
 ナンツッタノ？ナンテ サンカイクライ オンナシコドφ ユワネード 
 何て言ったの？なんて 三回くらい   同じこと［を］ 言わないと、 
 
 ワガンネヨーナヒトデワ ワガンネベ 
 分からないような人では 分からないでしょ。 
 
【バイ】 
650B ンダガラ ヨグ アノ ネ アレ ミノモンタノカ゜ナφ  ミデット  アノ 
   だから  よく あの ね あれ みのもんたのもの［を］ 見ていると あの 
 
 ミンナナイ カクチノ ンマイ  アノ  ナカ゜イギスル ショグモヅノナイ アレ 
 みんなね  各地の  おいしい あの、 長生きする   食物のね     あれ 
 
 メク゜ッテ アルグノ アッパイ   ホイット  ミンナ シューカイヂョ 
 めぐって  歩くの  あるでしょ？ そうすると みんな 集会所 
 
 アダリデ オドリφ オドッタリ ナンダリ シテナイ ミーンナ アヅマッテ 
 辺りで 踊り［を］ 踊ったり  なんだり してね  みんな  集まって 
 
 ヤッテッパイ 
 やっているでしょ。 
 
 「バイ」は確認要求にしか使用されていない。話者は B 氏、F 氏に限られる。白岩広行
(2005)において、郡山市方言の若年層話者においては聞き手を必要としない意志用法や推
量用法でも「バイ」の使用が可能であったが、信達方言においては、飯豊毅一(1962b:366-367)
にあるように、聞き手が必ず必要な用法にしか「バイ」を使用することができないと言え
る。南会津東方言については、「バイ」は使用されないようである。 
 
【ベシタ】 
{ホタルの話} 
719B コノヘンφ  ボンボン トンデダンダゲドナイ  イマワ ミランニベシタ 
   この辺［を］ ボンボン 飛んでいたんだけどね。 今は  見られないでしょ。 
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782A ツケモノンドゴ ガッコッテユウベシタ 
   漬物のこと   ガッコって言うでしょ。 
 
 「ベシタ」も確認要求にしか使用されていない。これについては共通語「(の)ではない(か)」
との関連を9 で述べる。 
 
【ッケナ】 
93 E クーガイヂャネーンダデ  D チャン  モッテカセーッテ   ユワネクチャ 
   食べるかいじゃないんだよ D ちゃん。 持って行きなさいって 言わなくちゃ。 
 
 クーガイダッタラ  オレφ  クーゾイッテ ユウヒトφ  イネーンダッテ 
 食べるかいだったら 私［は］ 食べるよって 言う人［は］ いないんだって 
 
 オセダッケナ 
 教えたでしょ。 
 
 「ッケナ」は 1 例のみであった。これは、過去回想の「ケ」に終助詞「ナ」が後続した
形である。福島方言では、このような形式で確認要求を表すことも可能であるかもしれな
いが、過去の出来事を回想し、それを終助詞「ナ」によって相手に持ちかけることによっ
て婉曲的に確認を要求している表現のように思われる。 
 
【デショ】 
786F ソレガラ イマφ  アレダゲドモ ウヂノ オイッコ ウチノ 
   それから 今［は］ あれだけど  家の  甥っ子  家の 
 
 オイッコカ゜ネ カイヘーニ アキタデ ヒトリ ハイッタノ カイヘーニ イッタノ 
 甥っ子がね   海兵に   秋田で  一人  入ったの。 海兵に   行ったの。 
 
 デ     チット  エラグナッタワケヨネ シタラ  カイグンダガラ ホラ 
 ［それ］で ちょっと 偉くなったわけよね。 そしたら 海軍だから   ほら 
 
 フネンノッテ アルグデショ スット   カンバンオ ソーヂ スルワゲヨネ 
 船に乗って  歩くでしょ？ そうすると 甲板を   掃除  するわけよね。 
 
{近所の娘さんの話} 
356B ムスメダヨネ アノヒトワ イマ アノ ミサトニ ヨメンナッタデショ 
   娘だよね。  あの人は。 今  あの ミサトに 嫁になったでしょ。 
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9. /be/の確認要求用法と「ではない(か)」との関連 
 ここで、共通語「ではない(か)」との関連についても触れておきたい。コーパスから共
通語「ではない(か)」に相当する表現は 18 例あった。以下の表 8 に詳細を示す。 
 
表 8：共通語「ではない(か)」に相当する形式とその用法16 
 ヂャナイ(カ) ベ ベシタ 合計 
否定 5 0 0 5 
確認要求 5 2 6 14 
合計 10 2 6 18 
 
 否定疑問の「ヂャナイ(カ)」の内、3 例は「φ」、2 例は「ンダ」を後接して言い切って
おり、疑問文に用いられないのは当然のことである。否定の場合、「ベ」「ベシタ」との置
き換えは不可能である。 
 
【ベ】 
{筆者が B 氏の孫であることを知らなかった C 氏に対して} 
313E ソーダヨネ  B サンニモ ニテットゴ   アッペ 
   そうだよね。 B さんにも 似ているところ あるじゃない。 
 
【ベシタ】 
{最近の卒業式の話} 
752B ナイ  キミカ゜ヨサエ ウタワネベシタ 
   ない。 君が代さえ   歌わないじゃない。 
 
【ヂャナイ(カ)】 
{近所の湧水が流れているところを整備するべきだという話} 
628C ウン  ノメル  ノメル  ゲートボールモ ヨソφ   アルグド 
   うん。 飲める。 飲める。 ゲートボールも よそ［を］ 歩く× 
 
 ヒトモ オボエレバ ノムヂャナイ 
 人も  覚えれば  飲むじゃない。 
 
 確認要求に用いられていた「ベ」は、表 7 のものと合計して 159 例であるが、それは圧
倒的に「でしょ(う)」に訳されているもの(98.7%)であり、「ではないか」で訳されているも
のはごく少数(1.3%)である。一方、「ベシタ」は表 7 のものと合計して 13 例であるが、「で
                                                        
16 南会津東方言には、この用例はみられなかった。 
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しょ(う)」と「ではないか」が半々(53.8%／46.2%)である。渋谷勝己・澤村美幸・大久保
拓磨・松丸真大(2006)によると、「ベシタ」は命題内容についての話し手の知識や認識が確
定的である場合に用いられる。「ベ」は無標の形式であり、話し手の確定的な知識や認識を
聞き手に強く押し付ける「ベシタ」に比べ、柔らかい表現になるので、「ベ」は会話の中で、
多く用いられていると考えられる。逆に「ベシタ」は、話し手の知識や認識を押し付ける
表現なので、どうしても確信を強く伝えたい場合に用いられると言える。従って、上記 313E
は、聞き手に柔らかく確認を要求しており、752B は強制的に押し付けている表現である。
以上を、大まかな共通語との対応でみると表 9 のようになると考えられる。 
 
表 9：共通語との対応 
用法 方言形式 共通語形式 
確認要求 
バイ 
でしょ(う) 
べ だろ(う) 
ではない(か) 
ベシタ 
 
10. おわりに 
 本稿では、福島方言における/be/の形態的特徴、統語的特徴、意味・用法についてまと
めた。本稿で明らかとなったことは以下の点である。 
 
【形態的特徴】 
 /be/は活用語終止形に接続する。その際、地理的な差異として、信達方言は促音化を起
こし、南会津東方言では撥音化を起こす。また、形容詞に/be/が後続する場合、終止形に
接続した「イーベ」の他に、南会津東方言でのみ終止形ではなく、「ヨガンベ」のような形
式がみられた。 
 
【統語的特徴】 
 聞き手を必要としない意志用法と推量用法の場合、①終助詞「ナ(ー)，ナイ」と共起で
きる、②「－ケレド」「－カラ」の前、すなわち従属節に現れうる、③疑問詞と共起できる。
一方で、聞き手を必要とする勧誘用法、確認用法、確認要求用法の場合は、④終助詞「ナ(ー)，
ナイ」と共起できない(勧誘用法は除く)。従って必ず文末である、⑤「－ケレド」「－カラ」
の前、すなわち従属節に現れない、⑥疑問詞と共起できない。 
 
【意味・用法】 
 福島方言の/be/には、意志系用法と推量系用法がある。これらを細分類すると以下の通
りである。 
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意志系用法：意志・勧誘 
推量系用法：推量・確認・確認要求 
 
 また、/be/のうち「ベ」以外の確認要求を表す形式、及び共通語との大まかな対応は次
のようである。 
 
表 10：意志・推量を表す形式と共通語との対応 
用法 方言形式 共通語形式 
意志系 
意志 
ベ 
う／よう 
勧誘 
推量系 
推量 
だろ(う) 
でしょ(う) 
確認 
確認要求 ではない(か) 
ベシタ 
バイ でしょ(う) 
 
 確認要求を表す場合、「ベ」は話し手の持っている知識や認識の確信度に関わらず用いる
ことができる無標の形式であり、より確信度の高い知識や認識の確認を要求する場合には
「ベシタ」を用いることができる。「バイ」については使用頻度が低く、「ベ」に比べより
敬意を含んだ表現になるのか、さらに詳しくみる必要がある。 
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